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開発してきた多様な農地水利用を組み込んだ分布型水循環モデルおよび全球気候モデルによる温暖化予測

実験結果を利用し、灌漑主体流域である関川流域において気候変動が灌漑に与える影響を定量的に評価す

る手法を開発するとともに、温暖化による農業用水や水田作付面積への具体的な影響を明らかにしました。 

地球温暖化が灌漑へ与える影響の定量的評価手法の開発 
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図２ 主要取水地点（板倉）における現在と将来の月平均 
日流量の比較（図中の縦棒は各月の 大日流量と 低日流量） 
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図１ 分布型水循環モデルの任意メッシュ内の構造（六角形が入力デー

タ、平行四辺形が出力量、長方形がサブモデルを示しています。） 

MIROC による現在（1981～2000 年）、近未来（2046～2065 年）、21 世紀末（2081～2100 年）の温暖化予

測実験結果を分布型水循環モデル（図 1）に入力し、関川流域において河川流況の変化予測を行いました。

新潟・長野両県に位置する当流域は世界有数の豪雪地帯を有しますが、気温上昇に伴い、3-5 月の融雪流

出量が大きく減少し、取水堰などで安定的な取水が困難になる可能性があります（図２）。 

提案した分布型水循環モデルは流域内の主要水利施設における取水量の推定も可能です。図３は板倉頭

首工における取水量の変化を示し、融雪流出の減少に伴い 4 月、5 月の取水量が現在に比べ近未来で約

25%、21 世紀末で約 10%減少し、代かき期の農業用水に大きな影響を与えることが懸念されます。また、

近未来では代かき用水を十分に確保できないことから代かき日数の増加が予測されます（図 4）。 

これまで開発してきた農地水利用を考慮した分布型水循環モデルを用いることで、従来の流出モデルのよ

うな河川流況の影響評価だけではなく、水利施設における実取水量や水田の作付面積など農地水利用に

ついて各種の具体的な温暖化影響評価を行うことができます。 

成果の概要 

 

 

 

4 5 6 7 8 9
0

20

40

60

80

100
Itakura head works

Ac
tu

al
 in

ta
ke

 (1
06 m

3 )

Month

1981−2000

2046−2065

2081−2100

 
図３ 板倉頭首工における取水量の変化予測 

   縦線は 20 年間の 大・ 小値 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920
0

5

10

15

20

25

30

Rank

P
ud

lli
ng

 p
er

io
d 

(d
ay

)

1981−2000
2046−2065
2081−2100

図４ 現在と将来の代かき日数の変化 
縦軸は代かき日数、横軸は 20 年間の代かき日数を大きい順に並べ

替えたもの 

具体的な成果 
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